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第57回　西日本医科学生体育大会
における本学の主な成績
ク ラ ブ 名 成　　　　績
バドミントン（男子) ベ ス ト ８
バドミントン（女子) ベ ス ト 16
硬 式 庭 球（男子) ベ ス ト ８
硬 式 庭 球（女子) ベ ス ト ４
サ ッ カ ー ベ ス ト ８
バスケットボール（女子) 準 優 勝
ヨ ッ ト 第 ４ 位
水 　 　 　 泳 個人優勝 1種目リレー種目準優勝
端 　 　 　 艇 総 合 優 勝
ハ ン ド ボ ー ル 優 　 　 　 勝
陸 上 競 技 総 合 第 ３ 位個人優勝３種目
ゴ ル フ 第 ８ 位
今年度の西日本医科学生体育大会(通称：西医体)は大分大学が主幹校として、
主に７月下旬から８月上旬にかけて開催されました。
本学のカリキュラムにおけるセメスター制導入による大会日程と
の重複という難問を学生委員等が中心となって克服し、総合
第９位という好成績を収めることが出来ました。
トピックス
第57回　
西日本医科学生体育大会開催
西医体での陸上部
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僕が、本学体育会の西医体委員を引き継いで１
年、今こうして振り返ってみると、大会にほぼ全
員が無事参加することができたこと、ここまで来
るのにさまざまな経緯があったことをつくづく思
い出されます。
滋賀医大では今年からセメスター制が導入さ
れ、昨年までとは試験日程が変更されました。そ
れまで９月におこなわれていた前期試験が、７月
下旬～８月上旬におこなわれるようになったので
した。それを知ったときはとてつもない衝撃をう
けました｡「もろかぶりや…｣。シラバスに書い
てある通りに前期試験がおこなわれた場合、西
医体参加に影響が及ぶクラブ(種目)数は実に９
割。みなさんもご存知の通り、われわれにとって
西医体は１年で最も大きな大会であり、すべての
医学部のほとんどのクラブが優勝を目指す大会で
す。この大会に出場できないということはどうい
うことを意味するのか？つまり、1年間の努力が
水泡と化すのと同然です。それだけはなんとして
も避けたかったので、大会運営側の大分大学担当
者にかけあってみたのですが、色よい返答はいた
だけませんでした。また、本学の大学側に相談し
た時も解決へのハードルは高いものでした。
そこで、(大学側との話し合いの結論として)試
験をおこなわれる先生方に個別に交渉すべく、そ
のため各クラスから代表者に出てもらうことにし
たのです。結果、西医体の日程を考慮した試験日
西医体評議委員　医学科第４学年　佐 野 　善 智
程にしてもらえることができ、すべての種目に参
加できることとなりました。多少強行日程となっ
たクラブもありましたが、当初懸念していた状況
から考えると、随分いい方向に動いたものだと感
じました。特に、昨年は期間中に上陸した台風の
影響で中止、もしくは日程縮小となった種目もあ
りましたので、昨年の結果を考えたとき、今年、
西医体にすべてのクラブがほぼ満足に参加できた
事は非常に意義深かったと思います。
そして、この場を借りておわびとお礼を申し上
げたいと思います。
先生方と試験日程を調整すべく僕が各クラスに
説明にまわったとき、代表者になってくださった
みなさん、本当にありがとうございました。クラ
ス内である程度もめることは覚悟していました
が、とても複雑な立場に立たせてしまうことにな
ってしまい申し訳ありませんでした。しかし、僕
としては、とても助かりましたし、名乗りを挙げ
ていただいたときは本当にうれしかったです。
それから、クラス代表者に協力してくださった
みなさん、本当にありがとうございました。特
に、西医体とは関わりのない方々にはご迷惑をお
かけしました。みなさんの協力がなければ、この
ような結果にはできませんでした。そして、学生
の声に耳を傾け、柔軟な対応をしてくださった大
学教職員のみなさん、本当にありがとうございま
した。大学によっては日程調整についての学生の
訴えにまったく耳を貸さなかったところもあった
と聞いています。そのような話を聞いたときは、
『やはり滋賀医大は違うなぁ』と感じました。例
年にはない(大会に出場して好成績を挙げたと
か、健闘したとかだけではない)ものを得ること
ができた大会になったと思います。
来年は名古屋市立大学の総合主管での開催とな
ります。今年うれしい思いをした人、悔しい思い
をした人、さまざまだと思いますが、また来年に
向けてがんばっていきましょう。
トピックストピックス
例年にはない西医体を終えて
表彰台の佐野君(1位）
陸上競技　閉会式の様子
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今回、西医体で準優勝という好成績を収められ
たこと、とても嬉しいです。でもこれは、コート
内のプレーヤーの力だけではなく、ベンチで一生
懸命声を出してくれたプレーヤーのみんな、的確
な指示をくれた監督さん、サポートしてくれたマ
ネージャーさん、応援に駆けつけてくれた男子バ
スケ部・OB・OGの方々、西医体に出られないの
にもかかわらず一緒に頑張ってくれた看護学科の
みんな…滋賀医大バスケ部の力が一つにまとまっ
た結果、得られたものだと思います。
西医体は、西日本中の医科大学や医学部が集
まり、他のどの大会よりも規模が大きいこともあ
り、会場の雰囲気も他とはまったく異なります。
その上今年は、完全セメスター制の導入などによ
り例年までとは異なり、大半の学年が直前までテ
ストを受けた後に大会に臨むという形になってし
まい、チームのモチベーションを上げるのがとて
も難しい状況でした。また、西医体は医学科しか
出場できないので、出場人数が練習時に比べ半減
するなど、様々な不安がありました。そんな中、
女子バスケットボール部主将　医学科第４学年　松 本 翠
チームが最大限の力を発揮できたのは、今まで一
緒に頑張ってきてくれた看護学科の存在でした。
看護学科のみんなは、西医体前の厳しい夏練だけ
でなく、大会での試合前のアップにまで、一緒に
参加してくれました。また、３年生の看護学科の
２人は私と一緒に西医体が終わるまで幹部を務め
てくれました。試合に出られない看護学科のみん
なが一生懸命頑張ってくれている姿は、私たち医
学科にとって大きな励みになったし、とても心強
いものでした。また、コートの外から大きな声で
応援をしてくれた男子バスケ部の存在も、とても
大きかったです。プレー中はもちろんプレーが止
まっている間も、大きな声を出して応援してくれ
たことなど本当に嬉しかったです。
試合の結果は２位でしたが、チームとしては最
高のチームだったと思います。こんな素敵なチー
ムで、大切な仲間と素晴らしい経験ができて本当
に良かったです。これからも、みんなと一緒に頑
張っていきたいと思います。
トピックストピックス
西 医 体 を 終 え て
女子バスケットボール部
－6－
SETA  DAYORI  No.69
－7－
SETA  DAYORI  No.69
本事業では、睡眠に係る種々の問題を多角的・
包括的に解決を図るために、下記の４事業を提供
します。 
１）睡眠ドックの提供 
睡眠障害は本人の申告だけでは判断が困難であ
るため、問診の結果、必要に応じて、１泊２日程
度の睡眠ドックを利用してもらい、夜間の睡眠中
の情況を、睡眠脳波測定の機器などにより把握し
ます。 
２）睡眠健康プログラムの
　　開発・提供 
快適な睡眠をもたらすため
には、肉体的には適度の運動
が、精神的にはストレス解消
が効果的です。本事業では、
健康先進県の特長を活かし
た下記の睡眠プログラムを開
発、提供します。 
１．睡眠クリニック
２．運動プログラム、栄養
　　　指導
３．森林浴・里山体験を活
　　　用した運動療法
４．睡眠カウンセリング
５．遠隔操作によるホームケア管理
　（インターネット環境の構築）
３）人材育成・教育事業の支援 
快適な睡眠をトータルな視点で指導できる専門
知識を有する人材を育成します。また、市民講座
を頻繁に開講し、睡眠と健康知識の普及に努めま
す。 
１．睡眠知識を有する睡眠コンサルタントの養成
２．健康市民講座の開設
４）産業創出の支援 
睡眠学講座との連携により、医学的観点に基づ
いて、睡眠家電、睡眠寝具の試行の場を提供する
とともに、これらを開発しようとする企業に対し
て、有効な検証・マーケティング、販売促進フィ
ールドを提供します。また、４つの大学が有する
技術、知識を生かして、積極的な産学連携を展開
します。 
１．検証された睡眠用具や機器に評価と認定を
与え、販売促進に協力します。
２．睡眠ドックを組み込んだ
　　琵琶湖旅行パックを旅行
　　会社と開発します。
滋賀医科大学、立命館大学、龍谷大学、滋賀大学からなるびわ湖健康・福祉コンソ
ーシアムと滋賀県、大津市、草津市の協力と企業による共同提案「眠りの森」事業が
経産省の平成17年度「電源地域活性化先導モデル事業」に採択されました。
睡眠不足は生活習慣病の発症要因の一つと考えられ、睡眠の量と質を確保するこ
とは重要な課題です。
本事業では、睡眠学講座を中心として快適な睡眠をえる心理的なヒーリング、運
動、栄養、機器、用具の開発から睡眠コンサルタントの養成、さらに医学的治療を
含め多角的、包括的に睡眠問題を解決する方法を提案するものです。
【事業の概要】
｢眠りの森」事業においては、睡眠コンサルタ
ントの養成や、眠りの心理的阻害要因からのヒー
リング、眠りを誘うための運動療法、快適な眠り
環境を創り出す睡眠機器・用具などを含めた多角
的・包括的睡眠問題解決方法を提案します。快適
な眠りにより生活習慣病を中心とした疾患予防と
健康増進を図ります。
トピックストピックス
経済産業省電源地域活性化先導モデル事業
｢眠りの森」事業
森林浴・里山体験の様子
森林浴・里山体験の様子
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文部科学省では、平成17年度から、大学病院
の医療人養成教育の取組を支援するため、｢地域
医療等社会的ニーズに対応した医療人教育支援プ
ログラム(医療人GP)」を創設し、総額7億5千万
円の予算措置を行いましたが、この度、本学医学
部附属病院総合診療部三ツ浪教授を中心に検討し
て、申請を行っていた「一般市民参加型全人的医
療教育プログラム」が採択されました。
現在の医療の状況は、細分化して高度化した専
門医ほど患者の持つ疾患ばかりに目を奪われ、患
者を一人の人間として診ることを忘れがちである
ことが指摘されています。
さらに、社会の少子高齢化や高度情報化によ
り、個人の価値観は極めて多様化しており、一個
人を十分に理解することが決して容易でない状況
となっています。
従って、疾病のみに注目するのではなく、疾病
を有する一個人としての患者に適切に対応する全
人的医療を実現できる医師を育成するには、様々
な価値観を持つ一般市民が医学教育に直接参加し
て評価することが是非とも必要です。
この教育プログラムは、この認識に基づき、
一般市民直接参加型の三つの医学教育プロジェ
クト、すなわち、A：６年間一貫患者訪問実習、
Ｂ：全学年一般市民参加型面接医療実習、Ｃ：全
人的医療・学年縦断グループ能動学習と市民・学
生参加シンポジウムを実施し、これらによって十
分に全人的医療を実現できる医師の育成を目指す
ものです。
通常医学部に入学した学生は、教養の課程を終
えた後に専門課程において初めて医療というもの
を経験することになりますが、今回の医療人教育
支援プログラムでは、学生が６年間同じ患者を訪
問し続け、コミュニケーションを学ぶことで、入
学後の早期段階から現場の医療に触れる機会を作
ることとしており、このような極めて特色のある
取組が評価されたものと思われます。
トピックス
文部科学省医療人ＧＰ
｢一般市民参加型全人的医療教育プログラム」
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平成17年６月１日付けで、外科学講座助教授
に着任いたしました。専門領域は、消化器外科(
主に肝胆膵外科)・内視鏡外科・一般外科で、現
在、乳腺一般外科の診療科長として診療に従事し
ています。
昭和50年に本学の一期生として入学して以来、
約30年滋賀医大の歴史と共に歩んで参りまし
た。この間に国立大学は大きく変化し、独立行政
法人となった現在、これまで以上に社会への貢献
を要求される様になってきました。このような中
で、滋賀医科大学の地理的環境・社会的環境を考
慮した中長期計画に沿った教育・研究・診療を提
供したいと考えています。
診療面では、いくつかの総合病院が密集してい
る湖南地域にあって、より専門性の高い医療をめ
ざし、地域医療機関との個別化を図り競合するこ
となく、高度な専門性と人間性を重視した診療を
提供したいと思います。現在はナビゲーション外
科の技術を臨床に応用した低侵襲手術の開発をお
こなっています。
研究面では、急速に進む科学技術を医療分野に
応用し、他大学の理学部・工学部と共同研究をす
ることにより、医学部単独では開発することが困
難な最新の医療技術の確立を目指しています。現
在すでにインターベンショナルMRIおよび内視鏡
外科などの最先端のテクノロジーを駆使したナビ
ゲーション外科学という新しい学問の構築に力を
入れるとともに、立命館大学大学院理工学部研究
科客員教授として医療用ロボットの開発を行って
います。
教育面では、学部教育においては、従来の知識
の単なる詰め込みではなく、方法論あるいは問題
処理能力を養うことを目的とした教育を行いたい
と思います。卒後臨床研修においては、慣れない
システムに困惑している研修医諸君が安心して研
修できる環境を整備するとともに、十分な臨床能
力を習得できるようなカリキュラムの作成をはじ
めとした魅力ある診療科の運営を行いたいと思い
ます。
これからもよろしくお願いいたします。
(経　歴）
昭和56年 3月　滋賀医科大学医学部医学科卒業
昭和57年 5月　滋賀医科大学医学部附属病院
第一外科研修医
昭和59年 7月　岐阜歯科大学(現・朝日大学)附属
村上記念病院外科
昭和60年 4月　滋賀医科大学医学部第一外科　医員
昭和62年12月　滋賀医科大学医学部第一外科　助手
昭和63年10月　米国ピッツバーグ大学移植外科留学
平成元年 4月　滋賀医科大学救急部　助手
平成 2年10月　滋賀医科大学第一外科　助手
平成12年 8月　滋賀医科大学医学部第一外科　講師
平成15年 4月　滋賀医科大学医学部外科学講座　講師
立命館大学大学院理工学研究科　
客員教授(～現在）
平成16年 4月　滋賀医科大学医学部附属病院　卒後臨床
研修センター　副センター長(～現在）
平成17年 6月　滋賀医科大学医学部外科学講座　助教授
滋賀医科大学医学部附属病院　
乳腺一般外科　科長
新任教員紹介
助教授　来 見 良 誠
外科学講座 助教授就任挨拶
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昨年度より臨床看護学講座(成人看護学)にて助
教授としてお世話になっておりましたが、徳川早
知子教授のご退任に伴い、平成17年７月１日付で
同講座教授を拝命致しました。
私はこれまでの看護実践のなかで、成人期に特
有の疾患の多くは患者様の社会背景や生活習慣
と深く関わっていることを実感しました。その
ような臨床経験の中で、日々行っている療養支援
や患者教育がどのように患者様の予後や生活の質
(QOL)に関与しているのかを明らかにしたいと考
え、研究者としての道を志しました。博士前期課
程では心理学を学び、後期課程では量的な研究手
法により、生活習慣がQOLや生命予後への及ぼ
す影響の評価を行い、時代や生活様式の移り変
わりを踏まえて現代に即した看護介入の方向性
を検討してきました。このように私自身は、成
人期における慢性疾患ことに生活習慣病を持つ
人々への看護・保健指導の在り方が研究課題で
あり、昨年度より附属病院生活習慣病予防セン
ターにおける慢性疾患患者への介入効果の検討
などを行っています。本学の中期目標でも「生
活習慣病の予防やオーダーメイド治療法」が重点
推進課題として掲げられているように、この分野
での研究発展への努力は社会的ニーズにかなうも
のと考えます。特に、成人期に顕在・潜在する心
理・社会学的側面も含めた健康問題に対して、幅
広いテーマを包含した学際的アプローチを行うこ
とが大きな課題です。
就任以来、元気な学生たちや熱心なスタッフ、
真摯な大学院生達に囲まれ、本学で仕事が出来る
ことを大変嬉しく思い、及ばずながら今後とも本
学の発展に微力を尽くしたいと思います。本学に
は看護学科・医学科および附属病院と、求めれば
与えられる豊富な指導者や教育・研究資源が存在
します。このような恵まれた環境の中で、慢性期
の療養支援における看護の役割の確立と向上およ
びその担い手の育成に貢献したいと考えておりま
す。今後とも宜しくご鞭撻下さいます様お願い致
します。
(経　歴）
昭和60年 3月　神戸大学医療技術短期大学部
看護学科卒業
昭和60年 4月　灘医療生活協同組合看護部看護婦
平成 4年10月　医療法人社団神鋼病院看護婦
平成 9年 4月　立命館大学大学院文学研究科博士
前期課程入学
平成11年 3月　同　修了
平成11年 4月　滋賀医科大学医学部助手
平成13年 4月　大阪大学大学院医学系研究科
保健学専攻博士後期課程入学
平成16年 3月　同　単位修得退学
平成16年 4月　滋賀医科大学福祉保健医学講座　
リサーチ・レジデント
平成16年 5月　滋賀医科大学医学部看護学科
臨床看護学講座助教授
平成17年 3月　保健学博士(大阪大学)取得
平成17年 7月　滋賀医科大学医学部看護学科
臨床看護学講座教授
新任教員紹介
教授　宮 松 直 美
臨床看護学講座 教授就任挨拶
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平成17年７月16日付けで、看護学科地域生活
看護学講座に着任いたしました。
前職の厚生労働省の職員であった今年の２月、
たまたま滋賀県中央児童相談所へヒアリング調査
に訪れる機会があり、車の中から何気なく隣接す
る本校を眺めておりましたが、半年後にその学舎
に勤めることになるとは思いもしませんでした。
今まで滋賀県は、大阪で生まれ育った私にとっ
てただの観光地でありましたが、これからは臨地
実習等を通して生活の場として考察していきたい
と思っております。
私は、民間企業のOLから看護職となって、保
健所、病院の疫学部門、大学そして官庁と、種々
の角度から地域看護の実態に触れてきました。近
年は地方分権の推進によって、地方自治体はこれ
まで以上に地域住民の健康ニーズを踏まえた特色
ある施策を積極的に展開することが求められてお
ります。したがって、地方自治体に勤めているこ
との多い保健師は、看護の知識や技術だけではな
く、社会情勢、経済の動向、国の保健・医療・福
祉施策等について常に最新の情報を正確に理解す
ることが大切です。さらに、健康政策の企画・立
案等行政職としての能力を高め、問題意識を持っ
て業務にあたり、自分の考えを論理的に述べるこ
とができなければなりません。
なにぶんにも新任の教員ですので、私自身さら
に研鑽を積まなければなりませんが、様々な職
場での経験を今後の授業や臨地実習に生かしなが
ら、学生の皆さんと共に楽しく勉強していきたい
と考えております。
何かとご迷惑をおかけすることもあるかと思い
ますが、よろしくご指導、ご鞭撻のほどお願い申
し上げます。
(保健師経歴）
平成 3年 4月　大阪府茨木保健所
平成 8年 4月　大阪府立成人病センター調査部調査課
平成12年 4月　大阪府立看護大学看護学部地域看護学助手
平成15年 3月　大阪府立看護大学大学院博士前期課程
CNSコース地域看護学修了
平成15年 4月　厚生労働省健康局総務課保健指導室
保健指導専門官
平成16年 4月　厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課
虐待防止対策室保健指導専門官
平成17年 7月　滋賀医科大学医学部看護学科
地域生活看護学講座助教授
新任教員紹介
助教授　但 馬 直 子
地域生活看護学講座 助教授就任挨拶
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自主研修について学生ノリで良いから簡単に感
想を書いてくれとの指令が学生課からあったの
で、あくまで学生のノリで簡単に。
一生に一度はアフリカを見とかないと！という
軽い気持ちが発端で、今夏約１ヶ月間ケニアに行
ってきました。皆さんはケニアと聞いてどんな
所を想像しますか？ケニアはアフリカの東岸にあ
り、赤道をまたいでいる国です。さぞかし暑かろ
うと思われるでしょうが、首都ナイロビに限って
言えば標高が2000m近くあるため朝晩は長袖が
必要なくらい涼しかったです。ちなみに、首都だ
けあって瀬田よりはるかに都会でしたが、日が落
ちてから治安が急に悪くなるようで夜間の一人歩
きなどもってのほかです。意外にも、車がたくさ
ん走っており、ガソリンも日本と同じぐらいの値
段でした。もちろん車を所有することができる程
裕福な人々は一握りで、貧富の差は顕著です。
滞在中には、西ケニアに行く機会がありまし
た。都会のナイロビとは異なり、いわゆる田舎で
す。土で作ったような家やまさにサバンナといっ
た光景もたくさん見ることができました。道端で
シマウマの群やヒヒを見かけたことも！標高もナ
イロビより下がるので、かなり暑～くなります。
ハエがたかる中で食べたニャマチョマ(ヤギの焼
肉)は極上の味でした。あるホテルでは、部屋の
蚊帳が穴だらけだったので、蚊取り線香の煙の
中、ハマダラ蚊(あのマラリアの！)が飛んで来な
いことを祈りながら眠りについたこともありまし
た。ナイロビから離れ､“いかにもアフリカ”を
体験することができて楽しかったです。
医学科第４学年　井原　正幸
ナイロビ大医学部の生徒と何日か講義や実習を
共にする機会にも恵まれました。真剣に講義を聴
く彼らの姿勢には本当に驚かされました。講義中
にしゃべっている生徒はおろか、居眠りしてる生
徒もいません！年に何回も厳しい試験があり、留
年者が毎年80人ぐらい出るそうです。また、彼
ら(３年生)は普段から病棟へ出向き、インターン
から仕事を分けてもらい、患者の治療に参加して
いるそうです。僕も大ちゃん(日本生まれケニア
育ちのナイロビ大医学生)と２人で病棟をうろつ
き、採血、点滴のルート確保、LP(腰椎穿刺)など
を実際に経験させてもらいました。彼らとは色々
話をしましたが、考えさせられることが多くあり
ました。例えば、自分の今までの勉強への取り組
み方など。
結局、自主研のメインの内容については書かず
じまいとなってしまいましたが、とにかくケニア
での１ヶ月間は非常に有意義なものでした。特に
他国の医学生との交流は、とても大きな刺激とな
りました。
最後に、出発前・滞在中とお世話になった多く
の方々…本学消化器・血液内科藤山教授、福本さ
ん、金沢大市村教授、山田先生、JICA/KEMRIの
皆さん、アサカ夫妻、塩尻大ちゃん、そして両親
…大変貴重な体験をさせて頂き感謝しています。
キャンパスライフ
自主研修inケニア
山田先生とニャマチョマを食べる
野生のチータ
ケニアの子どもたち
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本学では、開学30周年を記念して大学の人的財
産とも言える学生に勉学を奨め有能な人材として
育成するため、｢開学30周年記念奨学基金」を設
立し、このたび、平成17年度の奨学生８名を決定
いたしました。
この奨学金は、医学科の第２学年～第６学年、
看護学科の第２学年～第４学年から前年度所定の
単位を修得した者のうち、成績が優秀な者１名を
奨学生として採用し、月額５万円を１年間給付す
るものです。
医学科第２学年　　岬　　　　沙耶香
医学科第３学年　　添　田　　郁　美
医学科第４学年　　服　部　　健　吾
医学科第５学年　　井　上　　明　星
医学科第６学年　　木　村　　紀　遵
看護学科第２学年　　庄　司　　愛　実
看護学科第３学年　　大　橋　　幸　恵
看護学科第４学年　　藤　井　　里　沙
医学科２年　岬　沙耶香
思いがけずこのようなものに選ばれて、驚き、
また大変嬉しく思っています。これからは専門
の授業も増え、より高度な内容の学習になってい
くと思いますが、今回のことを励みにこれからも
日々邁進していきたいと思っております。
そして学業はもちろん、幅広く興味を持ち、視
野を広げ、多くのことを今のうちに体験しておく
ことで、様々な場面にでも臨機応変に対応できる
人間になりたいと思います。
医学科３年　添田　郁美
この度は、30周年記念奨学生に推挙いただき
大変嬉しく思います。これも今まで教えていただ
いた先生方のおかげであり、とても感謝していま
す。この奨学生に推挙いただけたということを励
みとして、これからも勉学に励み、良い医師にな
れるよう頑張っていきたいと思います。
この度は、本当にありがとうございました｡
医学科４年　服部　健吾
今回、本奨学金の奨学生に選ばれたことを非常
に光栄に思うとともに、その名に恥じないように
これからも学業に励みたいと思います。
僭越ながら意見を述べさせていただきますと、
本奨学金のような奨学金制度が整備され、学業へ
のインセンティブが与えられ、また私のような学
士入学者にもその機会が与えられることに対して
は非常に喜ばしいと感じる一方で、さらなる制度の
充実が図られることを願います。さらに学内・学業
だけではなく、学外に広く目を向けた活動等に取り
組む学生への助成の強化を合わせて行っていただけ
たらと考えます。
医学科５年　井上　明星
この度は、滋賀医科大学30周年記念の奨学生に選
ばれ、大変嬉しく思います。今回のことを励みとし
て、勉学に対して更なる努力を惜しまない所存であ
ります。学生の間にこのように評価していただいた
ことは、今後の僕の人生において貴重な糧になるこ
とだと思います。ありがとうございました。
このような制度は、学生にとって勉学に対する動
機の一つになりうるものではないかと思います。
医学科６年　木村　紀遵
滋賀医科大学30周年記念奨学金の奨学生として
選出されたことを大変光栄に思います。同時にこ
れまでお世話になってきました先生方や友人に感
謝いたします。
今後とも、滋賀医科大学の奨学生として恥じる
ことのないよう一生懸命頑張る所存です。
看護学科２年　庄司　愛実
自分には関係ないと思っていて、30周年記念奨
学生のことはよく知らなかったため、突然連絡が
あった時には、何の連絡かわかりませんでした。
高校の頃には勉強で努力ができず、手を抜いて
しまったり、適当に済ませていたところがあり、
受験が終わった時には大きく後悔しました。
大学では精一杯頑張って勉強しようという目標
を持って滋賀医大に入学したので、突然ではあり
ましたが、こういった形で評価されたことを光栄
に思います。
これからも日々、勉強・部活・アルバイトに励
んでいきたいと思います。
看護学科３年　大橋　幸恵
私は30周年記念としてこのような事業があること
を知らず、選出されたという電話をいただいた時に
は大変驚き、自分の耳を疑いました。それと同時
に、自分がこれまで行ってきたことが認められたよ
うに思い感激し、家族全員で喜びあいました。
今回選出されたことを自分の誇りとし、これか
らも将来有能な専門職者となれるように、学業また
私生活にと誠心誠意取り組んでいこうと思います。
看護学科４年　藤井　里沙
私は今、看護実習中なのですが、初めての経験
ばかりで日々勉強の毎日です。入学してから今ま
での学生生活は大変忙しく、毎日の講義について
勉強することで精一杯でしたが、自分が興味のあ
る分野ということで、積極的に取り組んできまし
た。今までの努力がこのような形で評価されると
は思っておらず、大変驚いています。努力が結果
として表れたことが大変嬉しく、自信にもなりま
した。この自信を糧に、最後の一年も頑張りたい
と思います。
キャンパスライフ キャンパスライフ
開学30周年記念
奨学基金奨学生の決定
◎奨学生に採用された感想◎
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医学科第 2学年　狭川　浩規、岩井　輝修
しゃくなげ会会員有志と学生有志および学生
課職員による比叡山延暦寺の滋賀医科大学霊安
墓地の清掃が暑い盛りの８月９日㈫と、秋の彼
岸前の９月15日㈭におこなわれました。
学生ボランティアは、夏には医学科２年生の
岩井輝修君と狭川浩規君の２名、秋には医学科
４年生の坂下拓人君、小林晶さん、看護学科４
年生の玉生愛子加さんの３名がそれぞれ参加さ
れました。
なお、夏の墓地清掃には解剖学の相見先生に
も参加していただきました。
両日とも好天に恵まれ、参加者全員が墓地周
辺の清掃、草引きを精力的に行ない、その後、
昼食時には学生が会員の方々の献体についての
考えや人生観をうかがったり、記念写真を撮っ
たりして和やかな交流の時を過ごしました。
８月９日、私達は比叡山の霊安墓地の清掃に参
加させていただきました。まだ解剖実習をおこな
っていないのですが、なにか自分達で出来るボラ
ンティア活動をと思っていたので渡りに船と参加
させていただきました。
墓地だと聞いていたので小さなお墓がたくさん
あるのかと想像していましたが、実際はどちらか
というと大きな慰霊碑のようなものでした。私た
ちは主に周囲の雑草を刈っていたのですが、比叡
山は涼しくて思ったより楽にできました。
特に印象に残っていることは納骨堂の中にある
たくさんの御遺骨についてです。生前にその方が
信仰しておられた宗教によって遺骨を納める骨壷
の色などが異なっていたのが印象深かったです。
納骨堂を紹介してくださった会員の方がその納骨
堂について色々と教えてくださいました。骨壷は
年代順に並べて、一定期間過ぎると中央にまとめ
るそうです。その会員の方のご家族の遺骨が納骨
堂に納められていると伺い、ご家族でご献体なさ
っているお陰で私たちが解剖の教育を受けること
ができるのだと感じました。
しゃくなげ会の方々とバスでご一緒させていた
だいたのですが、皆さんはとても明るい感じで
いろいろ励まされました。自己紹介や昼食のとき
に会員の方から医者としての心構えを教えていた
だき、私達はいろいろな人に支えられながら医学
を学んでいるのだと感じました。そして、献体す
ることを志していただいたご意志を考えるとこれ
からの解剖実習に向けて気持ちが引き締まりまし
た。
私は１年生の冬に、解剖実習をさせて戴きまし
た。講義で得た人体の構造についての知識をより
深く理解させて戴いたと同時に、生命の尊さ、私
たち学生が医療従事者となるために、様々な方の
ご協力を戴いていることを学ばせて戴きました。
今回の清掃ボランティアには、卒業する前に、
献体してくださった本人様、ご家族の皆様に対し
て、少しでも感謝の気持ちを示すことができれば
と思い、参加致しました。
バスでの移動時間、清掃、食事時間を通して、
会員の皆様とお話できる時間が多々ありました。そ
の中で、これまでの人生の中で培ってこられた価値
観、ご家族の方の思い出など、たくさんのことを伺
いました。また、雑草を抜く際、鍬や鎌を利用した
のですが、私はそんな経験は初めてだったので、コ
ツを教わりながら作業を進めました。
会員の皆様に戴いた
ものが多くて、ますま
す感謝の気持ちが大き
くなりました。
本当によい経験をさ
せて戴きました。あり
がとうございます。
医学科第４学年　坂下　拓人
今回、しゃくなげ会の霊安墓地清掃に参加させ
ていただきました。当日はまだ残暑が厳しかった
のですが、比叡山に到着すると半袖では寒く感じ
られ、ススキが道端に生い茂り秋の雰囲気が感じ
られました。
墓地周囲の草刈、溝掃除に汗を流し、しゃく
なげ会会員の方々とお話をしているうちに、昨年
の納骨式に参列したときのことが思い出されまし
た。あのときは半年間に亘る解剖実習を終え、患
者の体の痛みだけでなく心の痛みもわかる医師を
目指していこうと決意をしました。今回の清掃で
その決意を再認識することが出来たように思えま
す。
また清掃時、昼食時及び帰りの車内では、会員
の方々にいろいろな話を聞かせていただき、墓地
清掃のみならず自分自身の心の清掃も出来たよう
な気がして非常に有意義な一日を過ごせました。
｢頭ばかりが大きい医師・看護師にはならない
でほしい」、「両親への感謝の思いを忘れないよ
うに｣､｢自ら犯した過ちを素直に認められるよう
に｣。会員の方々の言葉を胸に、これからも一層
努力していかなければならないと思いました。
キャンパス ライフ キャンパス ライフ
ボランティアによる霊安墓地清掃
墓地清掃に参加して
墓地清掃ボランティアの感想
墓地清掃に参加して
看護学科第４学年　玉生　愛子加
夏の墓地清掃
秋の墓地清掃での坂下さん、小林さん
秋の墓地清掃での玉生さん
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ゴルフ部主将　医学科第 4学年　永澤　誠之
滋賀医科大学にはたくさんの体育会所属の部
がありますが、みなさんには、ゴルフ部の印象と
いうのは薄いかもしれません。その証拠に、友達
からのゴルフ部に関する質問は「どこで練習して
いるの?」というのが非常に多いのです。ゴルフ
部の練習は水曜日と金曜日の週２回、ゴルフ打球
練習場、いわゆる「打ち
っぱなし」と呼ばれると
ころで行っています。打
球練習場というのは、い
くつも球を打つ打席があ
り、200メートル程の長
さのある大きな敷地に周
りを高いネットで囲まれ
ているところです。そん
な施設は当然大学内には
なく、国道１号線沿いに
ある打球練習場で一般の
ゴルファーの方と混じっ
て練習しています。だか
ら、大学の友人が僕らの
練習風景を目撃すること
はほとんどなく、目撃さ
れるとしたら偶然ゴルフ
を練習に来た方くらいだ
と思います。
そのような理由で、
ゴルフ部の印象は薄い
と思うのですが、みんな
の見ていないところで意外としっかり練習してい
ます。ゴルフ部は部員数28人で、ほとんどの人が
大学に入ってからゴルフをはじめた人ばかりなの
で、グリップの握り方でさえ分からないところか
らはじめます。そこから、先輩の指導により徐々
にゴルフのスィングができるようになり、たくさ
んのルールやマナーを覚えこんでいくうちに、
ゴルフ場でまわる(プレーする)ことが出来るよ
うになるのです。ゴルフは完全な個人競技となる
ので、その練習の仕方も他のクラブと大きく異な
ります。合同で素振りをしたり、掛け声をかけた
り、同じ練習をしたりすることは無く、基本的に
は一人で黙々と練習し
ます。その中で、先輩
の指導を個人的に受けな
がら、上達していくので
す。ですから、こんなゴ
ルフの練習において最も
重要になるのは自主性で
す。自分自身の練習のメ
ニューを考えたり、練習
方法に工夫を加えたりす
ることも出来るので、楽
しみが増えます。しかし
その反面、練習するもし
ないも自分で決めなけれ
ばならないため、高い目
標を持っていないと練習
に身が入らず、全然上達
しないということにもな
ります。そんなゴルフと
いうスポーツを、ゴルフ
部のみんなは日々上達め
ざして頑張っているわけ
です。
ゴルフの練習について書いてきましたが、ゴル
フというのは当然打球練習場でなく、ゴルフ場で
するスポーツです。しかし、学生の僕たちにとっ
て、休日にキャディさんをつけてゴルフをするな
んてことは決してできることではありません。理
由は、料金が高額すぎるからです。平日なら学生
料金でラウンドさせて頂けるゴルフ場もあるの
ですが、当然、授業のため平日にゴルフすること
もできず、まとめてラウンドできるのは長期休暇
の時だけになります。そんなゴルフ場で練習でき
ない状況を打開することが出来るのが、キャディ
のバイトです。皆さんのイメージの中ではキャデ
ィは女の人がやるようなイメージがあると思いま
すが、僕らもバイトとして行っています。僕らの
ゴルフ部の中でも、現在12名の部員がキャディと
して働いています。このバイトのすばらしい(お
いしい)ところはキャディのバイトをし終わった
後、ゴルフ場の方の御好意によって無料でゴルフ
場での練習をすることが出来るということです。
つまり、このバイトのおかげで僕たちはゴルフ場
での練習の経験を積むことが出来るわけです。こ
のときのラウンドの様子は皆さんが想像するよう
なカートにゴルフバックを積んでゴルフするので
はなく、自分のゴルフバックを自分でかつぎなが
らゴルフするのです。このバックをかつぎながら
のラウンドは非常にハードで、ゴルフは楽なスポ
ーツなんて印象はいっぺんに吹き飛んでしまいま
す。学生のゴルフは、お金を使わないために、自
分の体力を削ってゴルフしているわけです。また
キャディのバイトのすばらしい点としては他に
も、様々なお客様に接することで、年齢が違う方
との会話の方法やニーズへの応え方を学ぶことが
でき、この経験は必ず医師になったときに生きて
くるものだと思います。
僕たちの学生ゴルフは意外にハードなことを説
明しましたが、ゴルフの魅力というのは、どんな
年齢層に関わらず出来るというところにありま
す。ゴルフは状況が多様に変わる為、経験が大き
な要素を占めることになります。このため、20歳
と60歳のゴルファーが同じ土俵で本気で争うこと
も出来ます。こんなことが出来るスポーツはなか
なか無いのではないでしょうか。プロの世界で
も、20代のタイガー・ウッズの世界No,１を奪った
のは、20代でも30代でもなく40代のビジェイ・シ
ンでした。これが示すことはゴルフが非常に奥深
いスポーツだということです。こんなスポーツを
大学時代からできること、滋賀医大の仲間たちと
一緒に出来ることが僕の大学生活の最大の幸運だ
と思います。
●サ クール紹介 ゴルフ部
滋賀医科大学で学生ゴルフをすること
キャンパス ライフ キャンパス ライフ
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ヨット部主将　医学科第３学年　樋口　明日香
ヨット部は、去る平成４年９月11日㈮ 午後４時50分に琵琶湖で不幸にも遭難
した故嶋岡秀典君(平成４年度入学：第18期生)の慰霊式を今年は９月11日㈰
の11時から嶋岡さんの御家族、馬場副学長、ヨット部顧問藤山教授の列席のも
と、キャンパス内に建立された慰霊碑前にて行いました。
みなさんは、体育館に入る生垣の右手側に嶋
岡秀典さんの慰霊碑があることをご存知でしょう
か。ヨット部では、毎年９月になると13年前の悲
しい事故で亡くなられた嶋岡秀典さんの慰霊式を
行います。
それは、平成４年９月、ヨット部は琵琶湖で行
われる全日本医科学生総合体育大会の準備におわ
れていて、それぞれが忙しく準備をする中、当時
一回生だった秀典さんは手漕ぎボートで、同級生
と荷物をとりに湖へ出られました。そしてそのボ
ートが転覆し、同級生は助かりましたが、秀典さ
んは流されてしまいました。滋賀県警、他大学の
ヨット部の方々、琵琶湖で活動をする方々のご協
力を得て、必死の捜索が行われましたが翌日、秀
典さんは還らぬ人となり発見されました。
事故から13年がたち、私自身にとってはヨット
部に入って三度目の９月となりました。事故のこ
とを先輩から教わる立場から後輩へと伝えていく
立場へと変わりましたが、秀典さんの慰霊碑の前
に立つと、自然の偉大さ、恐ろしさ、そしてまた
自分たちの小ささを改めて実感し、身の引き締ま
る思いがいたします。
９月になって、ヨット部では安全対策を実施し
ましたが、基本の大切さや、またいざというと
きに冷静に対処することの難しさを再認識しまし
た。嶋岡秀典さんのヨット部への思い・ご家族の
方々の思いを真摯に受け止めて、今のヨット部が
存ることを感謝すると共に、これからも徹底した
安全対策を行っていくことを慰霊碑前にて誓いま
した。
嶋岡さんは、ヨットと卓球とボーリングが大好
きだったとお聞きしています。今年も慰霊式の後
には嶋岡さんのご家族とヨット部員等の参加でボ
ーリング「嶋岡秀典杯」を開催しました。優勝は
去年に続き秀典さんのお兄様でした。ご家族のお
人柄のおかげで、ボーリングは和やかな雰囲気で
行われ、部員にとっても非常に楽しいひと時をす
ごせました。
私のつたない文章では嶋岡さんご家族のお人
柄や思いを十分に伝えられないと思いますので、
ここに、嶋岡秀典さんの追悼本（｢君との日々よ
永遠に～嶋岡秀典を偲んで～」著者　嶋岡通子さ
ん）を紹介いたします。この本は本学の図書館に
もありますので、是非一度読んでいただいきたい
と思います。
ヨット部による追悼慰霊式
慰霊式を挙行して
キャンパス ライフ キャンパス ライフ
石山ボウリング場での記念写真
司会の医学科2年　藤原大悟君
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去る６月３日㈮と６月14日㈫に本学武道場に
おいて、近江合気館道場長金子均先生(合気道部
OB)を講師に迎え，合気道部の学生諸君がボラン
ティアで、教職員及び学生を対象とした護身術の
講習会を開催しました。
両日合わせて学生・職員約80名が真剣に、また
楽しく護身術を学びました。
普通の人は、危険を感じると『暗くて、狭い
方へ逃げる｡』手をつかまれると、後ずさりする
が、これは余計に逃げられなくなる等、なるほど
と思うお話から始まり、手をつかまれた時、抱き
つかれた時どうすればいいか、いろいろな護身術
の実技がありました。
講習会「護身術の夕べ」
インフォメーション
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去る８月１日㈪に医学科オープンキャンパス、
８月23日㈫に看護学科オープンキャンパスを、そ
れぞれ本学教員及び在学生の協力を得て、本学臨
床講義棟並びに看護学科棟で開催しました。
今年度は、滋賀県内外の高校生を中心に両学科
とも過去５年間で最多の、医学科216名、看護学
科138名、保護者等75名の参加者を得ることが出
来ました。
医学科の模擬講義や、看護学科のダミーを用い
た採血等の見学実習は毎年大変好評です。参加者
の本学への関心は非常に高く、終了後のアンケー
トでは「受験したくなった｣「滋賀医大を目指そ
うと思った｣「是非入学したい」という嬉しい声
が多く聞かれました。
インフォメーション
平成17年度　オープンキャンパス
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第１回
日時：平成17年５月30日㈪
場所：滋賀医科大学臨床講義棟　臨床講義室１
講師：Prof. Robert M. Wachter
(カリフォルニア大学主任教授）
演題：｢米国におけるホスピタリストの動向
―病院基盤型プライマリ・ケア教育の
　新しいモデル―」
日頃より本学の学生や研修医をご指導いただい
ている県内の診療所の先生を対象に、本年度第１
回目の講演会を５月30日に実施しました。
当日は、27人の先生に出席していただき、講演
終了後プライマリ・ケア医学教育について活発な
意見交換が行われました。
平成16年度採択の現代GP「産学連携によるプライマリ・ケア医学教育」の事業として､
３回にわたり「診療所における医学生・研修医指導者のための講演会」を実施しました。
第２回
日時：平成17年６月４日㈯
場所：ホテルニューサイチ　アネックス　3Ｆ　
　　　サイチホール
講師及び演題：
①Dr. Christine Kistler
　(ミシガン大学医学部家庭医学科レジデント)
　｢家庭医療の研修に期待するもの」
②佐野　潔(ミシガン大学医学部家庭医学科助教授）
　｢家庭医療について診療所で如何に教えるか｣
本年度第２回目の講演会を６月４日に実施しま
した。当日は、診療所の先生と実際に実習を受け
ている学生合わせて37名に出席していただきまし
た。また、講演中には、実習を受け入れる側の診
療所の先生と、実習を受ける学生それぞれの立場
から様々な質問が寄せられ、講師の先生と活発な
意見交換が行われました。
第３回
日時：平成17年７月７日㈭
場所：草津市立まちづくりセンター　３階　309号
講師：Dr. Michael D. Fetters
（ミシガン大学医学部家庭医学科准教授）
演題：「プライマリ・ケア医の卒前教育参加
　－成功するための方略－」
本年度第３回目の講演会を７月７日に実施しま
した。当日は、12人の先生に出席していただき、講
演終了後プライマリ・ケア医学教育について活発な
意見交換が行われました。
インフォメーション インフォメーション
編集後記
●勢多だよりの由来●
勢多は勢田、世多、瀬田とも書かれるが、古代、中世の文献では、勢多が多用されている。
それに勢多は「勢（いきおい）が多い」という佳字名称である。従って、いきおいが多かれ
と願う本学関係者の想いにぴったりということで、瀬田とせずに、あえて勢多とした。
（題字は脇坂行一初代学長による）
｢勢多だより69号」をお届けします。本年度から勢多だよりは年4回
の発行となりました。編集計画の段階から、本号は夏休み中の学生の活
躍ぶりを中心とした特集号にしたいと思っていましたが、記事がどれほ
ど集まるか心配でした。しかし、西医体で好成績を挙げた体育会系の皆
さんのクラブ活動を中心に賑やかで多彩な誌面になりました。今後も皆
さんの学生生活の一面を随時紹介させていただきますので、文化会系の
皆さんの活躍ぶりもどうぞ編集部にお知らせください。
編集長　今本喜久子
勢多だより　No. 69
発行年月日：平成17年10月30日
編集：｢勢多だより」編集担当者会議
発行：滋賀医科大学広報委員会
｢産学連携によるプライマリ・ケア医学教育｣
事業の講演会

